
下部消化管内視鏡粘膜切除術で入院をされる　　　　様へ 担当医師 看護師

月日 （　 /　 ） （　 /　 ） （　 /　 ） （　 /　 ） （　 /　 ） （　 /　 ）

経過 治療当日（治療前） 治療当日（治療後） 1日目 2日目 3日目 退院日
起床後に医師が指示
した薬を内服します。
その後に下剤2Ⅼ（腸
管洗浄薬）を２時間以
上かけて内服開始し
ます。

内服はありませ
ん。

日中のみ
点滴があり
ます。

とくにありませ
ん。

退院時に薬が
処方されること
があります。

検査・処置 尿道カテーテルを挿
入します。便が黄色に
なったら看護師に見
せてください。便の回
数を教えてください。

レントゲンがありま
す。

朝・昼食は3分
粥、夕食は5分
粥になります。

行動 制限はありません。 ベット上安静で起
き上がりはできま
せん。

レントゲンの結果に
よりトイレや洗面の
み歩行許可がでま
す。医師の許可が
あるまでお待ちくだ
さい。

病棟内自
由です。

制限はありま
せん。

上記のスケジュールにそっての入院生活になる予定です。予定は変更になる場合があります。ご不明な点は、遠慮なくお尋ねください。

注１）病名等は現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくにしたがって変わり得ることがあります。

注２）入院期間については、現時点で予測されるものです。     聖マリアンナ医科大学病院　別6南病棟　　消化器肝臓内科　　2016年作成

※入院までの経過や
既往歴、連絡先につ
いて伺います。
※クラークより病棟内
オリエンテーションが
あります。
※看護師より治療に
関するオリエンテー
ションをおこないま
す。

※上着、シャツを脱ぎ
検査着に着替えま
す。　　　　　　　　※ズ
ボンを脱ぎ、こちらか
らお渡しする使い捨て
パンツをはいてくださ
い。
※指輪や入れ歯や時
計などの装身具は全
てはずしてください。

※病室に戻った
直後と1時間後、2
時間後、3時間後
にお熱や血圧を
測定します。
※腹痛や吐き気
などが出現したと
きは我慢せずに
お知らせくださ
い。

 安静解除後に尿
道カテーテルを抜
きます。また、体拭
きと着替えのお手
伝いをします。

医師の指示を確
認後、昼より水・お
茶のみ１Ｌまで摂
取可能になりま
す。

薬と点滴 内服している薬があ
れば看護師にお伝
えください。内服を
継続するか医師に
確認します。寝る前
に下剤を内服しま
す。

粘膜保護剤と止血
剤のみ内服開始
です。

治療前に点滴の針を挿入し24時間持続
の点滴を午後より開始します。

医師の指示により今まで内服していた薬が再開します。（※
術前の中止薬は医師の再開の指示がでるまでは中止です）

消化の良い食事を
摂取してください。
持ち込み食は禁止
です。　２１時以降は
禁食です。

食事 食事はできません。飲
水は１～２口程度でき
ます。

食事や飲水はで
きません。

退院まで病院食のみの摂取可能です。水やお茶の量は自
由です。

ご説明、看
護

※看護師より
退院指導（排
便・食事・内
服・日常生活
について）があ
ります。
※次回外来予
約票と診察券と
お薬をお渡し
します。

制限はありません。

朝食は５分粥、
昼食、夕食は全
粥になります。

発熱や腹痛
がなければ
シャワー可能
です。

昼食より流
動食開始で
す。飲水１Ｌ
まで可能で
す。

（　 / 　） （　 / 　）

入院日 4日目以降

採血、尿検査、心電
図、レントゲンなどの
検査がある場合があ
ります。


